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パラメトリック最適化

ＣＡＥのパラメトリック最適化より、最適な構造性能をご提案いたします。

パラメトリック最適化～円筒容器のビード配置最適化

Cat.No 3E5J-164-00-220311

最適化とはある制約条件の下で目的関数の最良となる値を探索することです。ＣＡＥツールの自動化と組み合わせること
で、数理モデルをＣＡＥで代用した最適化を行います。
ここでは、形状最適化の例として円筒容器のビード配置最適化事例をご紹介します。この方法は、異なる形状や条件にも
応用できます。

図2 ＣＡＥ解析モデル（1/4モデル）

図1 荷重載荷時の容器の変形

最適化の適用事例（円筒容器のビード配置最適化）

● 製品の強度向上につながるビード配置

製品にビードを配置することにより製品強度の向上に
つながることはよく知られております。円筒容器の強化
には、周状のビード配置が側圧に対しては有効ですが、
押し付け荷重に対しては強度低下にもつながります
（図1）。
そこで、2つの荷重に対して強度上最良となるビード
配置を最適化で求めます。

● 最適化結果について

図3は2つの変形強度をプロットした最適化結果の散布
図です。表示の点は全て各条件における最良な解の
組み合わせ（パレート解）で、この問題では多くのパ
レート解が存在しました。
パレート解のビード形状の特徴を調べるためにクラス
ター解析を行うと、強度特性に応じて3つのグループに
分類されました。
これらの結果より、容器に必要となる押し付け荷重と
側圧が分かれば、最適なビード配置が選択されます。
また、形状の外観や製作コストなどを加味した判断も
可能となります。

● ＣＡＥを用いた最適化

2つの荷重の変形強度をそれぞれＣＡＥで求めます
（図2）。これを、実験計画法に基づいてビード高、
配置を変えた形状でサンプリングし、2条件の関係
式（応答曲面関数）を求めます（ここでは合計数百
ケースのデータを取得）。
2つの応答曲面関数から、ビード高、配置を説明変
数とし、変形強度の最適化を行います。ＣＡＥでは
計算時間がかかるのに対し、応答曲面を用いるこ
とで、非常に短時間で多数の試行計算を行います
（数千回実行）。

※ お気軽にお問合わせください

このように、ＣＡＥを利用した最適化で条件に応じた
構造強度を把握することができ、製品開発にお役立ち
いただけます。
お客様の問題解決にＣＡＥでお手伝いいたします。
お気軽にお問合わせください。

ビードの凹凸を
逐次変化させて
ＣＡＥ解析を行う。

図3 最適化結果の散布図とクラスター分類
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